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水道事業 

〇水道のあゆみ 

 元来、福島市は良好な飲料水に乏しく、昔から井戸を掘っても良質な地下水が得られず、人々のほとん
どは市内の小川の水をそのまま飲み水にしていた。 
 
 －水道のはじまり－ 
 このような事情から文久年間（1861 年～1864 年）以来、しばしば当時隣村の泉村から柳清水の湧水を
導水しようとする計画が有志の間で進められたが、実施するには至らず明治11年になりようやく県令の許
可を得て、各町有志の尽力と募金で現在の上水道の前身である簡易水道の誕生となった。 
 
 －上水道創設－ 
 逐年人口の増加と商工業の発達に伴い水の需要がにわかに増加して水不足をきたすことがしばしばだっ
たので、この水不足を解消するため上水道創設の機運が高まり、大正11年、当時の市街地（旧市内）を給
水区域とし計画給水人口 50,000 人、１日最大給水量 5,550 ㎥と定め、阿武隈川を水源として工事に着手、
同14年３月末 1,500,000円の工費で完成した。 
 
 －拡張事業－ 
 その後20余年の間は創設当時の施設で給水してきたが、市勢の進展と数次に及ぶ隣接町村の合併、生活
様式の変化等により水需要は年々増大し、昭和22年の第１次拡張事業を初めとして７次にわたり福島市上
水道の拡張事業を行い安定的な供給に努めてきた。 
 
 －第８次拡張事業－ 
 第８次拡張事業の概要 

区分 福島市上水道 
計画目標年次 平成 21 年度 
事業着工年度 平成元年度 
事務竣工年度 平成 21 年度 
計画給水人口 279,130 人 

計画一日最大給水量 104,000 ㎥ 
計画一人一日最大給水量 373ℓ 

水源 
自己水源            0 ㎥／日 
  受水      104,000㎥／日 
   計     104,000㎥／日 

総事業費 269億 953万円 
 
 第８次拡張事業は、将来における市勢の進展、市民生活の向上等により増加の予測される水需要に安定
的に対応するため、摺上川ダムを水源とする福島地方水道用水供給企業団（以下企業団）より受水するこ
とから、平成12年度を目標年次とし事業の推進を図ってきたところであるが、摺上川ダム建設事業の工期
の延期及び事業費の増加等基本計画が変更され、これに伴って企業団からの受水年度も遅れることとなっ
たことから、平成10年度に事業の変更を行った。 
 しかし、本格受水後出来る限り摺上川ダム水源の一元化を基本とし、安定供給の見通しを得た段階で渡
利浄水場を廃止する方針が示されたことから、再度基本計画を変更し渡利浄水場廃止に向けた施設整備を
行うため、平成15年度に事業変更を行った。 
 さらに、これまでは右肩上がりに増加していた水需要は、社会経済状況の変化や節水意識の定着により、
その伸びが急速に鈍化傾向を示すようになり、 将来的にも大幅な増加は見込めない状況となったため再
度水需要を見直し、水源計画や施設整備の最適化を図るため、平成18年度に事業の変更を行い、平成19年
度には企業団より本格受水開始、平成21年度に第８次拡張事業が完了した。 
 
 －現在の水道事業－ 
 現在の水道事業は、第１次から第８次までの拡張事業を経て企業団から標高が高い５つの施設（北部配
水池、中央部受水池、南部受水池、鳥川配水池、飯野受水池）で受水し、自然流下方式により安定供給を
行っている。 
 さらに、平成27年４月には、公営簡易水道事業であった福島市土湯簡易水道事業、福島市高湯簡易水道
事業及び福島市茂庭地区簡易水道事業を福島市水道事業に統合した。 
 今後、安全でおいしい水を絶やすことなく供給し、お客様に信頼され、いつでも身近にあり親しまれる
水道を未来へ確実に繋ぐため、平成27年度に策定した「ふくしま水道事業ビジョン（福島市水道事業基本
計画 2016）」に基づき、事業を推進する。 
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〇事業報告書 

１ 概況 
(1)総括事項 

令和５年度の水道事業は、「第６次福島市総合計画」に掲げる「ライフラインの災害対策の強化」とし

て、重要施設となる基幹施設、基幹管路の耐震化事業に、引き続き集中的に取り組んだ。 

また、「ふくしま水道事業ビジョン」の基本方針である「安全でおいしい水の供給」、「災害に強い水

道の構築」、「持続可能な水道経営」、「地球にやさしい水道へ挑戦」に向けて施策・事業を展開し、水

道水の安定供給と健全な経営の確立に努めた。 

主な事業は、「災害に強い水道の構築」を図るため、阿武隈川水管橋下部工耐震補強工事に取り組んだ

ほか、引き続き、摺上川水管橋架替工事など老朽管更新事業を実施し、水道施設の耐震化及び災害対策の

更なる強化に取り組んだ。 

維持管理としては、金剛山配水池防水塗装替や飯坂大橋添架管塗装替修繕工事など、既存施設や管路の

長寿命化に取り組み、アセットマネジメントを実践した。 

「持続可能な水道経営」に向けて、ＩＣＴやデジタル技術を活用し、より効率的かつ効果的に有収率の

向上を図るため、新たに人工衛星画像を用いた漏水リスク評価を実施した。 

「地球にやさしい水道への挑戦」として、「チャレンジ 2050 ゼロカーボン福島市」の実現を目指し、

再生可能エネルギーの導入を推進するため、「ふくしま中央部受水池」における２箇所目の小水力発電事

業実施に向けて、共同事業を行う事業者と基本契約を締結した。 

経営の状況は、新型コロナウイルス感染症の５類引き下げに伴い、水道料金収入においては、飲食店や

宿泊施設などのサービス業等で前年度と比べ増加した。一方、人口減少の影響と併せ家庭水量が減少とな

り、全体として減収となった。 

エネルギー価格の高騰や資材高騰の影響を受けながらも、施設の延命化や、本格的な維持管理の時代に

対応した費用の平準化など、適正な事務執行に努め、予算額を上回る純利益を確保した。 

今後も、人口減少や電気料金、建設資材の値上げなど、社会情勢や経済状況の変化を注視しながら、水

道事業に与える影響を見極め、安全安心でおいしい水道水の安定供給と健全経営に努める。 

 

①予算の執行状況 

イ 収益的収入及び支出 

  （収入）                        (単位：円、税込) 

予算額 決算額 予算に対する増減 執行率（％） 
7,688,253,000 7,688,906,848 653,848 100.0 

 

  （支出）                                  (単位：円、税込) 

予算額 決算額 翌年度繰越額 不用額 

 

 

執行率（％） 
7,326,439,000 6,807,623,551 165,000,000 353,815,449 92.9 

収入は、加入金等が減少したものの水道料金等が増加したことにより予算額を上回り、支出において

は、主に営業費用に不用額が生じた。 

また、翌年度繰越額は、用途廃止施設整理事業に係る継続費１件分である。 

ロ 資本的収入及び支出 

  （収入）                               （単位：円、税込） 

予算額 決算額 予算に対する増

減 

執行率（％） 

1,907,479,000 681,276,131 △1,226,202,869 35.7 
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  （支出）                              （単位：円、税込） 

予算額 決算額 翌年度繰越額 不用額 執行率（％） 

4,877,147,000 2,833,217,943 1,704,543,000 339,386,057 58.1 

収入は、企業債及び補助金等であり、この財源と繰越財源をもとに建設改良工事等を実施した。 

また、翌年度繰越額は、継続費４件、老朽管更新事業等 23件の計 27件分である。 

②業務の状況 

イ 給水人口及び戸数 

区分 令和５年度  令和４年度 対前年度増減 増減率(％) 

給水人口（人） 266,859 269,690 △2,831 △1.0 

給水戸数（戸） 128,738 128,613 125 0.1 

普及率（％） 97.9 97.9 0.0 - 

 

ロ 配水量                                  （単位：㎥） 

区分 令和５年度  令和４年度 対前年度増減 増減率(％) 

年間総配水量 29,707,244 29,740,720 △33,476  △0.1 

１日最大配水量 87,409 95,052 △7,643  △8.0 

１日平均配水量 81,167 81,481 △314  △0.4 

 

ハ 有収率                （単位：％） 

令和５年度  令和４年度 対前年度増減（pt） 

88.9 89.5 △0.6 

 
③建設改良事業 
 建設改良事業の総額 1,705,511,812 円の内訳は、建設改良費 651,335,619 円、固定資産購入費

4,664,000円、老朽管更新事業費 1,049,552,193円である。 

導送配水管延長は次のとおりである。 

                              （単位：ｍ） 

令和５年度  令和４年度 対前年度増減 増減率(％) 

1,648,826 1,648,556 270 0.0 

 

④財政状況 

イ 収益的収支の状況 

本年度決算において、経常利益 742,890,051円、純利益 742,283,343円 となった。 

                    

ロ 資本的収支の状況 

収入が 681,276,131円、支出が 2,833,217,943円となり、不足する額 2,151,941,812円は、損益勘定留 

保資金等で補てんした。 

 

ハ 費用の構成 

費用の構成等総費用 6,282,201,420円に占める費用の比率で、受水費は 36.5%、減価償却費は 28.5％を 

占めている。 

（税抜） 

区分 受 水 費 減価償却費 職員給与費 支 払 利 息 そ の 他 

金額（円） 2,291,496,566 1,791,078,318 663,210,094 151,836,267 1,384,580,175 

比率（％） 36.5 28.5 10.6 2.4 22.0 

                                ※受託工事費及び特別損失を除く 
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ニ 料金収入に対する元利償還金比率                    （税抜） 

区分 料金収入 
元利償還金 

元金 利息 計 

金額（円） 6,337,628,253 1,118,367,346 151,836,267 1,270,203,613 

比率（％） 17.6 2.4 20.0 

 

ホ 供給単価と給水原価        （単位：円） 

供給単価 給水原価 差引 

240.10 226.64 13.46 

              ※有収水量１㎥あたり 

 

（２）経営指標に関する事項 

令和５年度決算における経営成績について、経営の健全性を示す経常収支比率は、有収水量及び給水

収益が減少したが、営業費用も減少したため前年度比 1.0 ポイント増の 111.8％となり、健全経営の水

準とされる 100％を上回った。 

また、事業に必要な費用を給水収益で賄えているかを判断する料金回収率は、前年度比 1.2ポイント 

増の 105.9％となり、費用を給水収益で賄えていることを示す 100％を上回った。 

一方、償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は前年度比 1.5ポイント増の 

59.4％、法定耐用年数を経過した管路延長の割合を示す管路経年化率は前年度比 2.1 ポイント増の

22.4％と施設の老朽化が進行しているが、これは費用の低減及び平準化を図ることを目的にアセットマ

ネジメントに基づく更新計画や維持管理計画により、既存施設の延命化に取り組んでいる結果である。 

また、当該年度に更新した管路延長の割合を示す管路更新率は前年度比 0.3 ポイント減の 0.2％とな 

ったが、これは関係機関との協議及び許認可等に不測の日数を要したことから工期延長し、令和６年度

完成となる工事があったためであり、将来の更新需要に備え、現在の経営状況を維持しつつ、引き続き

計画的な更新を行うこととしている。 

 

＜経営指標の推移＞                   （単位：％） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

経常収支比率 
112.3  

（112.8） 
110.8 111.8 

料金回収率 106.4 104.7 105.9 

有形固定資産減価償却率 56.9 57.9 59.4 

管路経年化率 19.0 20.3 22.4 

管路更新率 0.4 0.5 0.2 

※令和３年度（ ）書きの数値は、災害復旧事業を本来執行すべき 

特別損失として執行した場合の決算数値。 
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〇施設の概要 

１ 現有施設能力 

令和６年３月 31日（単位：㎥／ⅾ） 

福島市上水道事業 

施設名 水源種別 施設能力 

自
己
水 

横塚水源地 湧水 ※1 

鷲倉山水源地 湧水 400  

神ノ森浄水場 とく沢表流水 440  

焼松山浄水場 草蒔沢表流水 280  

自己水計  1,120  

※２ 

 

 

 

受

水 

北部配水池 浄水受水 

109,830 
中央部受水池 〃 

南部受水池 〃 

鳥川配水池 〃 

飯野受水池 〃 1,070 

受水計   110,900 

計   112,020 

※1 平成20年１月31日で休止。（予備水源としての能力は 620㎥／ⅾ） 

※2 福島地方水道用水供給事業からの浄水受水であり、水量は計画最大受水量を示す。 
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２ 基本計画 

名称 計画給水人口 計画一日最大給水量 
計画一人一日最大給水

量 

福島市上水道事業 282,000人 99,000㎥ 350ℓ 

※基本計画につきましては、認可の内容を記載。 
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○業務 

１ 業務実績表 
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２ 事業別水量 

                    （令和６年３月 31日現在） 

区分 

事業別 

年間総取水量     

（受水量含む） 
年間総受水量 

年間総配水量     

（受水量含

む）     

（Ａ） 

年間総給水量     

(Ｂ) 

有 効 率     

(Ｂ)／(Ａ) 

福島地区 
（㎥） （㎥） （㎥） （㎥） （％） 

29,534,857 29,534,857 29,534,857 27,375,804 92.69 

土湯地区 69,804 0 69,804 56,114 80.39 

高湯地区 61,938 0 61,938 61,869 99.89 

茂庭地区 40,645 0 40,645 37,691 92.73 

計 29,707,244 29,534,857 29,707,244 27,531,478 92.68 

 

３ 配水量及び給水人口推移 

年度 

区分 
Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

一人一日最大 

配水量

（ℓ） 

346 357 332 339 341 327 355 344 352 328 

一日最大 

配水量

（㎥） 

95,184 98,025 94,063 95,743 95,460 91,052 98,603 93,588 95,052 87,409 

給水人口

(人) 
275,117 285,424 283,654 282,162 279,971 278,474 277,419 275,111 269,690 266,859 
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４ 業態別給水戸数（延戸数）及び使用水量 

           （令和６年３月 31日現在） 

（単位 戸数：戸、水量：㎥） 
 業態区分 

地区別 
家庭 学校 官公・公共 会社事務所 製造業 御・小売業 サービス業 病院 多目的ビル その他 臨時給水 公衆浴場 合計 

福島地区 

延戸

数 
1,434,694 4,626 16,122 40,463 5,023 14,597 28,861 5,573  2,642 1,692 46 156 1,554,495 

水量 19,923,022 499,698 715,440 610,848 768,072 479,916 2,200,712 692,324 286,982 15,548 1,041 47,304 26,240,907 

土湯地区 

延戸

数 
955 12 120 36 0 0 204 0 0 0 0 0 1,327 

水量 12,128 0 9,706 240 0 0 31,734 0 0 0 0 0 53,808 

高湯地区 

延戸

数 
39 0 24 0 0 0 120 0 0 0 0 0 183 

水量 882 0 4,430 0 0 0 54,792 0 0 0 0 0 60,104 

茂庭地区 

延戸

数 
1,966 24 192 36 24 0 24 12 0 10 0 0 2,288 

水量 20,818 184 13,632 48 44 0 780 34 0 222 0 0 35,762 

計 

延戸

数 
1,437,654 4,662 16,458 40,535 5,047 14,597 29,209 5,585 2,642 1,702 46 156 1,558,293 

水量 19,956,850 499,882 743,208 611,136 768,116 479,916 2,288,018 692,358 286,982 15,770 1,041 47,304 26,390,581 

構成比 

(％) 

延戸

数 
92.3 0.3 1.0 2.6 0.3 0.9 1.9 0.4 0.2 0.1 0.0 0.0 100 

水量 75.6 1.9 2.8 2.3 2.9 1.8 8.7 2.6 1.1 0.1 0.0 0.2 100 

1 ヵ月 

平均 

延戸

数 
119,804 389 1,372 3,378 421 1,216 2,434 465 220 142 4 13 129,858 

水量 1,663,071 41,657 61,934 50,928 64,010 39,993 190,668 57,696 23,915 1,314 87 3,942 2,199,215 

1 戸 1 ヵ月当たり水量 13.9 107.2 45.2 15.1 152.2 32.9 78.3 124.0 108.6 9.3 22.6 303.2 16.9 

※分水量 5,411 ㎥を除く。 

 

５ 給水原価費用別比較 

  （有収水量１㎥当たりの給水原価費用） 
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６ 水道料金等 

(1)水道料金（平成 28年４月１日から施行） 

 〇基本料金 

  （1ヵ月につき） 

口径 料金 うち消費税 

13 ㎜ 1,375.00円 125.00円 

20 ㎜ 2,750.00円 250.00円 

25 ㎜ 3,795.00円 345.00円 

30 ㎜ 5,665.00円 515.00円 

40 ㎜ 11,550.00円 1,050.00円 

50 ㎜ 15,510.00円 1,410.00円 

75 ㎜ 37,730.00円 3,430.00円 

100 ㎜ 61,490.00円 5,590.00円 

150 ㎜ 127,270.00円 11,570.00円 
 

〇水量料金 

水量料金（１㎥につき） 

種別 水量区分 料金 うち消費税 

専
用
給
水
装
置 

一
般
用 

1㎥～10㎥まで 92.40円 8.40円 

11㎥～20㎥まで 141.90円 12.90円 

21㎥～50㎥まで 211.20円 19.20円 

50㎥を超えるもの 271.70円 24.70円 

公
衆
浴
場
用 

1㎥～200㎥まで 38.50円 3.50円 

200㎥を超えるも

の 
88.00円 8.00円 

 

※私設消火栓演習用……１栓 1回 10分ごとに 715円（うち消費税 65円） 

 1ヵ月の水道料金は基本料金と水量料金との合計額となる。（合計額に生じた円未満は切り捨てる。） 

 

(2)加入金（消費税改正に伴う改正）～令和元年 10月１日承認分より適用～ 

  （1件につき、単位：円） 

口径 13㎜ 20㎜ 25㎜ 30㎜ 40 ㎜ 50㎜ 75 ㎜ 100 ㎜ 150 ㎜ 

加入金 60,000 150,000 240,000 350,000 720,000 
1,260,00

0 

管理者の 

定める額 

(3,100,000) 

管理者の 

定める額 

(5,200,000) 

管理者の 

定める額 

(11,000,000) 

消費税 6,000 15,000 24,000 35,000 72,000 126,000 310,000 520,000 1,100,000 

計 66,000 165,000 264,000 385,000 792,000 
1,386,00

0 
3,410,000 5,720,000 12,100,000 

 

〇財政 

     （令和５年度決算） 

１ 経営 

(1)収益 

収入面において、7,688,253 千円の予算に対して、7,688,907 千円（税抜 7,026,503 千円）の決算とな

り、654千円の増収となった。 

(2)費用 

支出面において、7,326,439 千円の予算に対して、6,807,624 千円（税抜 6,284,220 千円）の決算とな

ったほか、翌年度繰越額 165,000 千円の決算となり、353,815千円の不用額が生じた。 

(3)純損益 

上記の結果、税抜 742,283 千円の純利益が生じた。 

 

 



- 307 - 

 

２ 収入支出状況 

(1)収益的収入及び支出 

（収入）                                  （単位：円、税込） 

科目 予算額(A) 決算額(B) 
予算額に比べ 

決算額の増減 

執行率  

(B)／(A)（％） 

営業収益 7,139,848,000    7,150,781,703    10,933,703    100.2 

営業外収益 547,773,000 537,045,944 △10,727,056 98.0 

特別利益 632,000 1,079,201 447,201 170.8 

収益的収入計 7,688,253,000 7,688,906,848 653,848 100.0 

 

（支出）                                  （単位：円、税込） 

科目 予算額(A) 決算額（B） 翌年度繰越額 不用額 
執行率 

(B)／(A)（％） 

営業費用 6,972,403,190 6,482,570,277 165,000,000 324,832,913  93.0  

営業外費用 324,198,897  323,309,464 0  889,433     99.7  

特別損失 1,743,810  1,743,810 0  0  100.0  

予備費 28,093,103   0 0  28,093,103  0.0  

収益的支出計 7,326,439,000 6,807,623,551 165,000,000 353,815,449 92.9 

 

(2)資本的収入及び支出 

（収入）                                  （単位：円、税込） 

科目 予算額(A) 決算額(B) 翌年度繰越額 
予算額に比べ 

決算額の増減 

執行率 

(B)／(A)（％） 

企業債 1,408,100,000 499,400,000 376,700,000 △532,000,000 35.5 

補助金 360,077,000 118,057,569  221,036,000   △20,983,431  32.8  

負担金 139,302,000 63,433,676  34,953,000   △40,915,324  45.5  
固定資産売却代金 0 384,886   0    384,886   皆増  

資本的収入計 
1,907,479,00

0 
681,276,131 632,689,000 △593,513,869 35.7  

 

 

（支出）                                 （単位：円、税込） 

科目 予算額(A) 決算額（B） 翌年度繰越額 不用額 
執行率 

(B)／(A)（％） 

建設改良費 3,749,479,000   1,705,551,812   1,704,543,000 339,384,188 45.5 

企業債償還金 1,118,369,000 1,118,367,346 0 1,654  100.0  

国庫補助金返還金 9,299,000 9,298,785 0 215  100.0  

資本的支出計 4,877,147,000 2,833,217,943 1,704,543,000 339,386,057  58.1  
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〇福島地方水道用水供給企業団 
 摺上川ダムの建設設計の促進に伴い、県北地方の水需要に対応する水道用水供給事業については、企業

団方式により実施することで計画が進められ、昭和60年７月福島市ほか11町による福島地方水道用水供給

企業団設立準備会が発足、同年10月５日県知事の許可を得て「福島地方水道用水供給企業団」が設立され

た。 

 昭和61年６月６日には厚生大臣から水道用水供給事業の経営について認可となり、昭和63年度から本格

的な工事に着手した。 

平成17年度には創設事業に係る建設工事を終了し、平成19年度から本格供給を開始した。 

 なお、市町村合併に伴い、構成団体は３市３町となった。 

1 企業団の概要 

 地方自治法第 284条第１項及び地方公営企業法第39条の２の規定による一部事務組合 

(1)処理する事務 

水道用水供給事業の経営に関する事務を共同処理する。 

(2)事務所の位置 

福島市飯坂町字沼ノ上１番地の１ 

(3)構成団体及び選出議員数 

構成団体 議員数（人） 構成団体 議員数（人） 

福島市 ５ 国見町 １ 

二本松市 １ 川俣町 １ 

伊達市 ２   ３  市 

  ３  町 
定  数 

11 桑折町 １ 

(4)議会 

 〇議長    １人 

 〇副議長   １人 

(5)執 行 機 関 

 〇企業長―——―副企業長 

 〇理事長（理事６人で各構成団体の長） 

 〇監査委員  ２人 

２ 水道用水供給事業計画概要 
(1)創設事業 

 １．計画最大取水量  161,300㎥／日（最終目標 249,000㎥／日） 

 ２．計画最大供給水量 149,920㎥／日（最終目標 231,570㎥／日) 

 ３．計画目標年次   平成19年度 

 ４．工期（創設事業） 昭和61年度～平成17年度 

 ５．供給開始     平成19年度(平成15年度～平成18年度は暫定供給) 

 ６．総事業費     1,487.9億円 

 ７．ダム建設費負担率 31.8％ 

(2)ダム参画水量 

構成市町名 
ダム参画取水量 

（㎥／日） 

構成比 

（％） 

福島市 176,300  70.80 

二本松市   7,400   2.97 

伊達市  49,800  20.00 

桑折町   6,000   2.41 

国見町   6,500   2.61 

川俣町   3,000   1.21 

計 249,000 100.00 

 
 
 
 
 

計 


